
J
汎
波
大
学
哲
学
@
思
想
学
系
論
集
L

本
学
は
、
平
成
五
年
十
一
月
を
も
っ
て
二
十
周
年
を
迎
え
た
。
関
学
と
同
時
に

設
立
さ
れ
た
本
学
系
も
、
同
じ
く
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
来
な
ら

ば
、
二
十
号
刊
行
を
一
区
切
り
と
す
る
と
こ
ろ
、
関
学
お
よ
び
学
系
設
立
二
十
馬

年
を
記
念
し
て
、
創
刊
号
か
ら
の
目
次
を
ま
と
め
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
論
集
編
集
委
員
会

筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系
論
集
第
一
口
一
勺

(
昭
和
五

0
年
度
)

意
識
の
問
題

i
i
i
『
人
間
と
世
界
』

へ
の
予
備
的
考
察

j

l
刀く
ヂ1:

封
建
倫
理
と
家
産
性
倫
理
l

l

孔
門
下
の
二
つ
の
可
能
性

l
i

木
全

レ
い
六
V

人
沼
ひ
g
U
A
脳
会
小
ム
山
間

!
:
H寸
i
'
↓
ナ
ニ
コ
ロ
ぷ
万
吉
口

十
句
子
に
お
け
る
儒
家
的
理
念
と
天
の
思
想
的
位
置

松
田

表
頒
『
崇
有
論
』
考

堀
池

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号

1専
徳、
雌

支

充
十
思
・

弘
信
夫

J
汎
波
大
学
哲
学
@
思
想
論
集
』

総
目
次

中
体
西
用
論
と
康
有
為
学

朱
・
王
両
思
想
の
比
較
論
的
研
究
(
第
沼
部
)
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:
高
橋
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o
h
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mw
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円
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F
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H
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・
:
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1
)

l
i
l
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リ
ス
ト
テ
レ
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と
ト
マ
ス

l
i
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-
-
-

野
町

心
理
物
理
的
法
則
と
し
て
の
ベ
キ
関
数
の
検
討
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1笠

第
二
号

(
昭
和
五
一
年
度
)

デ
ュ
!
イ
歴
史
理
論
に
関
す
る
若
干
の
問
題

マ
グ
ネ
シ
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国

l
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:
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ぷ
汎
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系
論
集
』
『
筑
波
大
学
古
学
・
思
想
論
集
』
総
呂
次

第
三
号

(
昭
和
五
二
年
度
)

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

11H急

田

一
遍
の
宗
教
の
歴
史
的
性
格
(
ニ
)

ー

l
鎌
倉
旧
仏
教
の
神
祇
観
と
の
対
比
i
l
-
-
:
:
・
:
広
神

J
壮
子
」
の
思
想
的
特
質
l
i
i
外
篇
を
中
心
と
し
て
|
|松

l翠

宇
宙
的
思
惟
か
ら
内
的
思
弁
へ

-
堀
池

プ
ラ
ト
ン
の
宇
宙
の
時
間
性
と
空
間
性
(
二

矢
内

疑
い
と
信
仰
の
間
i
|
|
中
山
み
き
の
救
け
の
信
仰
の
起
源
ー
ー
ー

:
島
欝

第
四
号

(
昭
和
五
三
年
度
)

伝
統
と
再
新
l
i
i
歴
史
哲
学
の
一
テ
i
ゼ
:
:
:
:
・
:
:
:
大
島

無
意
識
の
実
在
性
|
|
『
人
間
と
世
界
』

へ
の
一
章
ー
l
i君く

~:Iニ

ヘ
ル
ダ
!
と
カ
ン
ト
に
お
け
る
啓
蒙
主
義
と
絶
対
主
義

プ
ラ
ト
ン
の
宇
宙
の
持
間
性
と
空
間
性
(
二
)

矢
内

王
弼
考

堀
池

金
光
教
学
と
人
間
教
担
論
|
|
金
光
教
の
発
生
序
説
ー
l
e

j享清弘
信
夫
・
:

うピ
進
:
:
:
一
一
七

康
正博

:
:
:

村
上

経
夫
・
:

光信
夫
:
:

. . . . . . 

ヨヨ:

ひ
と
つ
の
問
題
l
i
t

第
五
号

(
昭
和
五
四
年
度
)

厳
奨
・
王
堂
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
論
争
考

一
O
六

プ
ラ
ト
ン
の
法
理
論
1

1

1

マ
グ
ネ
シ
ア
の
国
・
そ
の
こ
池
田

プ
ラ
ト
ン
の
宇
宙
の
時
間
性
と
空
間
性
会
一
)

カ
ン
ト
と
へ
ル
ダ
1

1

1

1
美
と
摂
理
を
め
ぐ
る
論
争
i
i
|

寸三

時
ヤ
山

D
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f

f
f〈
f
j

李
栗
谷
に
お
け
る
理
気
論
の
特
質
と
そ
の
思
想
史
的
位
置

松
田

{
時
菌

進

UJ 
m 

英
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美
恵
:
・
:
・

矢
内

光

村
上

隆
夫

堀
池

信
夫弘

:
:
:
二
一
三

金
神
・
厄
年
・
精
霊
l
i
i
赤
沢
文
治
の
宗
教
的
孤
独
の
生
成
i
|

。
コ

(
)
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H
H
4
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m
H
江
口
問
∞
己
(
E
Y
一
ωコ
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山
門
戸
己
(
い
汀
江

ω江
山
口
一
円
日
、

寸コ

(
昭
和
五
五
年
度
)

第
六
号

四
五

比
較
思
想
へ
の
序
章

2
4巴
g
と
ヨ
2
y
m
z
t
g
i
l
l
へ
l
ゲ
ル

:
島
菌

マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ

校

進
:
:
:
二
(
七

充
恵
:
:

仁ド
埜

『
惑
星
軌
道
論
』
に
お
け
る

肇
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七
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ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
に
お
け
る
「
伝
統
」
と
「
革
新
し

ー
!
パ
ス
カ
ル
と
ポ

i
ル

1
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

飯
塚

勝
久
・
:

明
治
以
降
の
親
饗
像
の
再
検
討

i

i
森
三
樹
三
郎
氏
の
自
然
法
爾
解
釈
へ
の

十出。税収・・・・・・

ノf
q
L
4
h
H

}lt 
半日
を
媒
介
と
し
て

木
全

日
本
の
家
族
の
百
年

i
l
i
理
念
と
現
実

i

l

II[鳥
田

民
族
宗
教
の
構
造
的
変
動
と
新
宗
教

i

i
赤
沢
文
治
と
石
鎚
請

l

i

島
菌

持
康
『
声
無
哀
楽
論
』
考

i

l
音
楽
論
の
立
場
か
ら

i

l堀
池

筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
論
集

厚進
信
夫
:
:
:
一
三

第
七
号

(
昭
和
五
六
年
度
)

深
層
心
理
の
現
象
学
ノ
l

ト

1 

:
湯
浅

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

l
l
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
批
判

f <r 

め

っ
て

池
田

泰
雄

美
恵
・

パ
ス
カ
ル
と
ポ
ー
ル

l
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

-
飯
塚

ポ
ー
ル

1
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
寸
小
さ
な
学
校
」
と
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
学
院

l
i
i

勝
久
:
:
:
宅

デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
歴
史
的
理
性
批
判
の
構
想

l
l
へ

l
ゲ
ル
哲
学
批
判
を
中
心
と
し
て

l
i

水
里子

思
想
の
流
儀
に
つ
い
て

野
!壬i

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号

建
雄

茂
徳

ー己

へ
i
ゲ
ル
論
理
学
に
お
け
る
八
一
否
定
〉
の
原
理

シ
?
ヘ
ク
サ
プ
ラ
と
へ
ク
サ
プ
ラ
研
究

l

i
へ
ク
サ
プ
ラ
研
究

2
1
i

竹
村
喜
一
郎

第
八
号

(
昭
和
五
七
年
度
)

李
退
渓
の
人
間
観
(
第
一
部
)

:
高
橋

『
中
国
自
然
神
学
論
』
研
究

i
l
i
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
中
国
思
想

i
l
l

区日

堀
池

一
九
二
一
年
・
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
叛
乱
の
現
代
史
に
診
け
る
思
想
的
水
位

茂
徳
:
:
:
六
七

野
田

ギ
リ
シ
ア
語
聖
書
の
研
究
(
)
そ
の
構
想

:
伊
藤

八
五

N
5・
斗
江
戸
(
貯
乱
。
「
同
)mwH.0
己
()ω

一
口
》
〉
m
m
g
m
u
E
D
O
ロ
《
〈
O
ロ
〉
貯
の
}
戸
三

oω

ωめ一い円。、門
ω
C〕

H
E己目
N
〉

第
九
号

(
昭
和
五
八
年
度
)

連
合
場
と
し
て
の
宇
宙

刀え
井

権
近
思
想
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て

高
橋

i乙豆1
-t::: 

康
有
為
学
と
萄
子
(
二

デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
歴
史
的
理
性
批
判
の
構
想
(
二
)

i
l
'
歴
史
内
在
主
義
の
ア
ポ
リ
ア
l
i
l
-
-
-

大
約
小
記

l
i
王
弼
の
易
解
釈
一
斑

l

i

堀
池

プャし

一
O
七

進
・
:
:

信
夫
:
:
:
毛

引
J

こ
j

1
4
2
4
f
a
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:
:
:
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別
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・
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夫

:
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ぷ
汎
波
大
学
哲
学
・
忠
惣
学
系
論
集
』
『
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
論
集
』
総
吉
次

第
十
号

(
昭
和
五
九
年
度
)

ロ
シ
ア
に
訟
け
る
国
家
理
性
と
政
治
的
リ
ゴ
リ
ズ
ム
の
伝
統

持
康
と
兼
好
l
i
中
居
と
自
本
の
隠
逸
i
i
i

初
期
へ

j
ゲ
ル
の
思
想
的
境
位

カ
ン
ト
の
自
由
論
と
へ
i
ゲ
ル
の
思
惟

王
弼
の
道
徳
論

伊
藤

手Ij

マ

r「斗斗
川中止

n
ロ

十
ム
お
む

↓r1~'引
引
レ

堀
池

信

夫

:

竹
村
喜
一
郎

j宰
内
村

嘉
秀
:
:

に
よ
せ
て
1
1
1

語
義
域
分
析
と
聖
書
釈
義
i
i
i
聖
書
文
献
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i
利
用

引
J

一7

マ↓
n
1
ノ
J
q
i

句一戸一一

o
ω
O七
プ
片
山
一
吋
一
凶
作
C
門一

2
0内
玄
m
込
山
七
一
戸
CH.

伊
藤

句
作
汁
め
門
戸
〉
玄
〉
刃

C
C
何・・・

第
十
一
号

(
昭
和
六

0
年
度
)

自
然
か
ら
社
会
へ

(
ホ
ッ
プ
ズ
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
場
合
)

工
藤

デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
歴
史
的
理
性
批
判
の
構
想
(
三
)

の
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判
を
め
ぐ
っ
て
i
|

水
野

へ
!
ゲ
ル
自
我
論
の
方
位

喜
作
・

i
i
i
ガ

l
ダ
マ

l

建
雄

ケ
J

寸
J

玄
コ
一
日

ん
汁
l

ふ
か
j

一一」
1

一

点
H
h円

且主主
主'>'-

¥
も

ノ
ブ

。

ヨヨ:

工
藤

高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
論
の
文
明
史
的
意
義

パ
ヴ
ィ
ヤ
造
『
中
観
心
論
』
・
『
思
択
炎
』
第
九
章
・
第
十
章
研
究

i

l
一
切
智
忠
想
の
展
開
に
関
連
し
て
ー
ー

第
十
二
号

(
昭
和
六
一
年
度
)

清
末
に
お
け
る
宋
儒
学
風
の
一
舟
知
県

へ
i
ゲ
ル
『
法
哲
学
』

プL

の
生
成
と
理
念
(
序

イ
ノレ

イ

ン
グ

テ
ー
ゼ
と
そ
の
批
判
|
|

ニ
l
チ
ェ
に
お
け
る
人
間
と
真
理

笹
津

十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
J
-
R
・
マ
イ
ヤ

l
の
再
評
価
|
|

15 

T
-
グ
ロ
ス
の
場
合
|
|
-

退
渓
学
に
お
け
る
敬
の
哲
学
の
淵
源
に
つ
い
て

-

J

易
的
論
理
と
の
関
係
を
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ぐ
っ
て
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ー

d
d
o
ζ
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比
(
一
一
足
℃
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。
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ー

i
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L
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l
(
N
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g
z
z
'
E
S

ω
Y
U
4
0
-
r
r
J
ξ
〉
間
三
ハ
{

第
十
一
一
一
号

(
昭
和
六
二
年
度
)

ブL

へ
ム
ス
タ

l
ホ
イ
ス
に
つ
い
て

特
に
ス
ピ
ノ
ザ
と
の
関
連
に
お
い
て
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|崎

信
定

別
府

淳
夫
:
:

水
野

建
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杉
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滋
郎

佐
藤

貢
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喜
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ハ
イ
デ
ガ
l
に
お
け
る
技
術
と
近
代
形
而
上
学

l
i
l
実
践
の
意
識
を
め
ぐ
っ
て
l
i

:
・
河
上

ニ
i
チ
ェ
の
心
理
学

翠

経
験
と
知
識

i

l
現
代
経
験
論
に
お
け
る
そ
の
諸
相
i
|
|

正
秀豊

:
・
・
:

W
-
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
「
方
法
」
の
問
題

序
説
(
ご 竹

村

郎

森
本

ベ
}
戸
め
玄
口
出
向
ヨ
ω出

(UE℃
け
ぬ
円
。
同
∞

7
2
E
v
ω

豆
包
芝
山
口
出
片
山
47丘
ミ
中
片
山
江
一
ハ
凶

司
:
:
:
六
九

i
i
l
ω
ω
コω一
ハ
ユ
門
戸
円
以
(
一
寸
法

2
m戸
口
斗
め
×
宮
|
|
!
(
ω
)

-ω}ニコ〕
0

日
ハ
〉
「
ぐ
〉

ωと
ハ
{

第
十
四
号

(
昭
和
六
三
年
度
)

解
釈
学
的
経
験
と
弁
証
法

i
l
ガ
l
ダ
マ
!
の
へ

j
ゲ
ル
批
判
を
め
ぐ
っ
て
|
|水

野

ラ
ス
ク
に
お
け
る
認
識
の
理
念

建
雄
・
:

仮
設
と
識
転
変
に
つ
い
て

竹
村

j
i
-
-
竹
村
喜
一
z

郎
:
・

牧
男
:

デ
カ
ル
ト
と
精
神
分
析
i
l
出
発
点
の
諸
問
題
i
l

ニ
ー
チ
ェ
の
自
由
論

んゾ、-

1立
法3

『
易
伝
』

の
道
徳
論
に
お
け
る
占
箆
の
位
置

佐
藤

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
九
号

谷
川
多
佳
子旦主主

五五

寅
悦
:
:
:
一
宕

第
十
五
号

(
平
成
元
年
度
)

柳
生
新
陰
流
兵
法
伝
書
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